
実
践
編 

第
八
回
『
村
明
細
帳
⑤
』 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 

「
村
差
出
明
細
帳 

 

宝
暦
十
辰 

月
日
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                   
 
    

 
    

 
 
(

小
川
家
文
書
D-4-

17) 

 

御
除
奉
願
上
候
得
ハ
重
而
大
御
検
地
之
節
御
除 

可
被
下
候
由
被 

仰
渡
候 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

切
支
丹 

御
制
札
壱
枚 

 
 

 

一
御
高
札
三
枚
内 

 
 
 

 
 

鉄
炮 

 

御
制
札
壱
枚 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

火
付 

 

御
制
札
壱
枚 

一
玉
川
御
上
水
御
高
札
弐
枚 

 
 

是
ハ
当
村
上
下
之
橋
際
ニ
町
御
奉
行
所
様
ゟ
御
建
被
遊
候 

一
御
鷹
場
之
事 

 
 

当
村
不
残
尾
州
様
御
鷹
場
ニ
御
座
候 

一
御
上
水
端
萱
御
年
貢
金
三
分
銭
五
百
三
拾
文
ツ
ヽ 

 
 

年
々
町
年
寄
御
役
所
へ
相
納
申
候 

一
当
村
呑
水
御
上
水
ゟ
分
水
申
請
候
圦
樋
水
門
口 

 

諸
事
入
用
自
普
請
ニ
仕
候
且
又
此
呑
水
料 

 

金
壱
両
宛
長
谷
川
伊
左
衛
門
小
林
茂
兵
衛
方
へ
相
納
申
候 

     



[
解
説] 

「
奉
二

願
上
一

」
で
（
願
上
げ

奉
た
て
ま
つ

り
）
と
読
み
ま
す
。
「
可
レ

被
レ

下
」
（
下
さ
る

べ
く
）
・
「
被
二 

仰
渡
一

」
（
仰
せ
渡
さ
れ
）
・
「
被
レ

遊
」
（
あ
そ
ば
さ
れ
）
・

「
不
レ

残
」
（
残
ら
ず
）
は
下
の
文
字
か
ら
上
に
返
っ
て
読
み
ま
す
。
（
基
礎
編
『
返

読
文
字
を
覚
え
よ
う
』
参
照
）
「
仰
渡
」
の
前
一
字
分
空
白
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

は
『
闕 け

つ

字 じ

』
と
い
い
、
天
子
・
貴
人
を
記
す
際
敬
意
を
表
し
上
部
を
空
白
に
す
る
慣

行
で
す
。
（
こ
の
場
合
「
仰
渡
」
は
貴
人
名
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
幕
府
か
ら
の
命

令
と
い
う
間
接
的
な
意
味
で
敬
意
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
）
改
行
し
空

白
を
つ
け
る
場
合
は
『
平
出

へ
い
し
ゅ
つ

』
と
い
い
ま
す
。 

ま
た
、
小
川
村
の
高
札
は
名
主
家
前
青
梅
街
道
沿
い
と
玉
川
上
水
に
架
か
る
「
小

川
橋
」
付
近
に
立
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
上
水
（
分
水
）
ま
わ
り
の
経
費
は

自
普
請
、
つ
ま
り
村
内
で
賄
い
、
呑
水
料
を
年
間
金
一
両
負
担
し
て
い
た
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
小
川
村
で
は
開
発
当
初
か
ら
水
料
金
が
徴
収
さ
れ
て
お
り
、
金
一
両
を

村
の
家
数
で
頭
割
り
し
て
い
ま
し
た
。
享
保
の
改
革
以
降
に
開
発
さ
れ
た
武
蔵
野
新

田
で
は
水
料
金
は
免
除
さ
れ
、
小
平
市
域
の
新
田
で
は
小
川
村
の
み
負
担
し
て
い
ま

す
。 次

に
文
字
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
奉
」
の
横
棒
「
三
」
「
人
」
が
か
な

り
省
略
さ
れ
「
土
」
の
様
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

「
願
」
も
難
解
で
す
。
特

に
お
お
が
い

「
頁
」
が
特
徴
的
で
す
が
、
こ
の
形
が
典
型
的
な
く
ず
し
方
で
す
。

ま
た
「
願
」
は

「
頼
」
と
も
近
似
し
て
い
ま
す
。
偏
の
縦
棒
が
突
き
出
て
い
る
の

が

「
頼
」
で
す
。

「
奉
願
上
」
は
頻
出
語
句
な
の
で
、
今
後
も
多
数



の
登
場
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

「
得
」
の
行
人
偏

「
彳
」
は
こ
の
形
が
一
般
的

で
す
。
く
ず
し
が
進
む
と
一
本
棒
に
つ
い
た
点
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
文
脈

か
ら
の
判
断
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

「
鷹
」
の
字
も
難
解
で
す
。
「
ま
だ
れ
」
は
省
略
さ
れ
、
「
な
べ
ぶ
た
」
の
様

に
見
え
ま
す
。

「
不
残
」
の
「
不
」
は
平
仮
名
「
ふ
」
に
見
え
ま
す
が
、
漢

字
表
記
で
す
。
「
残
」
の
旁
は

や

で
表
し
ま
す
。
ま
た
、
今
回
は
二
種
類
の

「
水
」

・

が
登
場
し
ま
し
た
。

は
と
て
も
読
み
づ
ら
い
で
す
が
、
典
型

的
な
く
ず
し
方
な
の
で
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
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